
９ 2025年（令和7年）3月15日（土曜日） （第三種郵便物認可）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
当
所
の
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
実
施
し
た
『
買
っ
て
撮
っ
て
く
し
ろ
を
盛
り

上
げ
る
！
〜
地
元
消
費
拡
大
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜
』
の
賞
品
引
換
え
が
３
日
（
月
）

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
６
日
（
木
）
に
は
栗
林
定
正
会
頭
か
ら
特
賞
当
選
者
に
賞
品
が
贈
呈

さ
れ
た
。

逢 葵

茜 穐。。。。。。。。。。。。
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本
事
業
は
、
当
所
が
創
立
１

０
０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か

ら
、
地
域
へ
の
感
謝
を
込
め
て

企
画
し
た
も
の
で
、
地
元
店
舗

で
の
買
い
物
や
飲
食
を
し
て
も

ら
う
き
っ
か
け
を
作
り
、
消
費

拡
大
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
１

月

日
か
ら
２
月

日
ま
で
の

期
間
で
実
施
し
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
当
所

会
員
事
業
者
か
ら
２
５
８
店
が

登
録
店
と
し
て
参
加
。
登
録
店

の
レ
シ
ー
ト
や
領
収
書
（
５
０

０
０
円
分
）
を
撮
影
し
て
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
む
シ
ス

テ
ム
で
、
期
間
中
に
６
９
９
９

人
、
１
６
２
７
０
口
と
多
く
の

応
募
が
あ
っ
た
。

　
賞
品
は
特
賞
の
鶴
雅
鄙
の
座

ペ
ア
宿
泊
券
（
６
本
）
を
は
じ

め
、
１
等
の
旅
行
券

万
円
分

（
３
本
）
、
地
元
店
舗
の
商
品

券
や
食
事
券
、
取
扱
い
商
品
な

ど
合
計
で
７
１
２
本
を
用
意
し

た
。

　
当
選
者
に
は
引
換
ハ
ガ
キ
を

郵
送
し
て
お
り
、
期
限
は

日

（
月
）
ま
で
。
店
舗
に
よ
っ
て

定
休
日
や
営
業
時
間
が
異
な
る

た
め
、
当
所
で
は
確
認
の
う
え

早
め
に
引
き
換
え
る
よ
う
呼
び

掛
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
６
日
（
木
）
に
は
贈

呈
式
が
行
わ
れ
、
特
賞
に
当
選

し
た
愛
媛
県
出
身
の
道
教
大
釧

路
校
３
年
の
加
藤
公
悠
さ
ん
に

栗
林
定
正
会
頭
が
直
接
賞
品
を

手
渡
し
た
。

　
栗
林
会
頭
は
「
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
当
選
は
釧
路
に

来
て
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
ご

褒
美
。
有
意
義
に
使
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述

べ
た
。

　
加
藤
さ
ん
は
友
人
と
行
っ
た

飲
食
店
の
レ
シ
ー
ト
で
応
募
し

た
と
話
し
「
ま
さ
か
当
選
す
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
宿

泊
券
の
使
い
道
は
愛
媛
に
住
む

両
親
と
相
談
し
て
決
め
た
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

あいさつする栗林会頭

加藤さん（左）に特賞を贈呈する栗林会頭

講義を受ける研修生
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当
所
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
受
託

し
て
い
る
『
ベ
ト
ナ
ム
国
水
産

都
市
ダ
ナ
ン
を
け
ん
引
す
る
人

材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
は
、

ダ
ナ
ン
市
の
水
産
業
に
お
け
る

指
導
者
（
＝
ト
レ
ー
ナ
ー
）
の

育
成
と
、
事
業
終
了
後
も
人
材

育
成
で
き
る
環
境
の
整
備
に
向

け
て
研
修
内
容
を
動
画
教
材
と

す
る
ｅ
―
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

　
今
回
は
２
月

日
（
月
）
〜

日
（
土
）
に
当
所
や
釧
路
工

業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
釧
路
市
水

産
課
の
担
当
者
に
加
え
、
ベ
ト

ナ
ム
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
が
豊

富
な
根
室
の
食
品
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
㈱
マ
ル
コ
シ
・
シ
ー

ガ
ル
の
早
川
元
代
表
取
締
役
社

長
が
同
行
し
、
現
地
で
研
修
を

行
っ
た
。

　
講
義
で
は
、
早
川
氏
が
自
身

の
経
験
や
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る

水
産
品
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
も
と

に
ダ
ナ
ン
市
の
課
題
と
可
能
性

に
つ
い
て
解
説
し
た
後
、
釧
路

市
水
産
課
の
担
当
者
よ
り
商
品

開
発
の
方
法
や
ポ
イ
ン
ト
を
ア

ド
バ
イ
ス
。

　
続
い
て
ダ
ナ
ン
市
で
水
産
加

工
品
の
製
造
・
販
売
を
行
う
バ

ッ
ク
ダ
ウ
社
の
ト
ゥ
ー
社
長
よ

り
本
事
業
を
通
じ
て
開
発
し
た

ギ
フ
ト
用
商
品
に
関
す
る
事
例

紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
翌
日
に
実
施
し
た
人
材

育
成
計
画
の
作
成
サ
ポ
ー
ト
で

は
、
計
画
を
作
成
す
る
意
義
や

メ
リ
ッ
ト
を
解
説
す
る
と
と
も

に
、
研
修
生
に
ｅ
―
ラ
ー
ニ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
の
活
用
方
法
を
レ

ク
チ
ャ
ー
し
た
。

　
今
後
は
研
修
に
加
え
、
作
成

し
た
計
画
を
も
と
に
研
修
生
自

ら
が
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
人
材

育
成
を
実
施
す
る
た
め
の
サ
ポ

ー
ト
に
も
注
力
し
て
い
く
。

　
令
和
７
年
度
の
雇
用
保
険
料

率
は
、

・
５
／
１
０
０
０
（
う

ち
労
働
者
負
担
５
・
５
／
１
０

０
０
、
事
業
主
負
担
９
／
１
０

０
０
）
に
引
き
下
げ
と
な
り
ま

す
。
農
林
水
産
・
清
酒
製
造
の

事
業
、
建
設
の
事
業
は
保
険
料

率
が
異
な
る
た
め
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
当
所
の
労
働
保
険
事

務
組
合
で
は
、
労
働
保
険
に
関

す
る
事
務
処
理
の
代
行
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
雇
用
保
険
料
率
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
や
、
組
合
へ
の
加

入
条
件
・
委
託
業
務
の
範
囲
な

ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
所

経
営
相
談
課
０
１
５
４
（

）

４
１
４
３
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

雇
用
保
険
料
率

変
更
の
お
知
ら
せ

　
令
和
７
年
３
月
分
（
４
月
納

付
）
か
ら
全
国
健
康
保
険
協
会

（
協
会
け
ん
ぽ
）
北
海
道
支
部

の
健
康
保
険
料
率
が

・

％

（
０
・
１
％
引
き
上
げ
）
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
介
護
保
険
第

２
号
被
保
険
者
は
健
康
保
険
料

率
に
全
国
一
律
の
介
護
保
険
料

率
１
・

％
が
加
わ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
支
部
０
１
１

（
７
２
６
）
０
３
５
２
へ
。

健
康
保
険
料
率

変
更
の
お
知
ら
せ

　
当
所
で
は
、
第
２
回
常
議
員

会
を

日
（
火
）
午
前

時
よ

り
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で

開
催
し
、
役
員

人
が
出
席
。

来
年
度
の
事
業
計
画
案
や
予
算

案
な
ど
を
審
議
し
た
。

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
で
栗
林
定
正

会
頭
は
、
昨
年

月
の
創
立
１

０
０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

に
触
れ
「
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に

よ
り
盛
会
裏
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
感
謝
を
伝
え
た
。

　
ま
た
「
〝
こ
れ
ま
で
を
受
け

継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
に
挑
む
〞
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
と
中
小
企
業
の

振
興
・
発
展
に
向
け
て
決
意
を

新
た
に
し
た
」
と
、
１
０
０
周

年
を
契
機
に
進
め
て
い
る
Ｋ
Ｃ

ボ
ー
ド
や
釧
路
の
涼
し
さ
を
Ｐ

Ｒ
す
る
取
り
組
み
へ
の
抱
負
を

述
べ
た
。

　
議
事
で
は
令
和
６
年
度
収
支

補
正
予
算
案
、
部
会
・
委
員
会

で
協
議
を
重
ね
て
き
た
令
和
７

年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算

案
に
加
え
、
東
北
海
道
商
工
会

議
所
連
絡
協
議
会
へ
提
出
す
る

要
望
項
目
に
つ
い
て
審
議
し
、

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　
今
回
承
認
さ
れ
た
事
業
計
画

案
や
予
算
案
は
、

日
（
金
）

に
行
わ
れ
る
通
常
議
員
総
会
へ

提
出
す
る
。

　
な
お
、
要
望
項
目
は
５
月
の

東
北
海
道
商
工
会
議
所
連
絡
協

議
会
に
て
採
択
さ
れ
た
の
ち
、

関
係
機
関
な
ど
へ
要
望
す
る
。

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

　
当
所
（
栗
林
定
正
会
頭
）
と

日
本
銀
行
釧
路
支
店
（
鈴
木
正

信
支
店
長
）
で
は
『
金
融
経
済

懇
談
会
』
を
２
月

日
（
木
）

釧
路
信
用
金
庫
本
店
の
会
議
室

に
て
開
催
し
た
。

　
本
懇
談
会
は
、
金
融
界
と
経

済
界
が
連
携
・
協
力
し
地
域
活

性
化
の
一
助
と
す
る
た
め
、
情

報
交
換
を
行
う
場
と
し
て
定
期

的
に
実
施
し
て
お
り
、
今
回
は

鈴
木
支
店
長
や
釧
路
金
融
協
会

の
牧
田
知
也
会
長
を
は
じ
め
、

当
所
の
正
副
会
頭
を
含
む
役
員

な
ど

人
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
鈴
木
支
店
長
が
国
内

外
の
金
融
・
経
済
情
勢
に
つ
い

て
講
話
し
、
道
東
に
お
い
て
は

道
東
道
の
延
伸
や
一
次
産
業
が

集
積
し
て
い
る
点
な
ど
か
ら
伸

び
し
ろ
が
あ
る
と
解
説
。
外
部

環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
こ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
す
に
は

地
域
や
企
業
も
積
極
的
に
変
化

す
る
こ
と
、
企
業
・
自
治
体
間

で
相
互
に
連
携
を
と
る
こ
と
が

必
要
と
話
し
た
。

　
講
話
後
に
は
地
域
や
業
界
の

動
向
・
課
題
に
関
す
る
情
報
交

換
を
行
い
、
各
業
界
の
現
状
を

共
有
し
た
。


